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高
橋
俊
三
先
生
は
、
昭
和
四
三
年
四
月
に
沖
縄
国
際
大
学
の
前
身
で
あ
る
国
際
大
学
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
復
帰
を
機
に
国
際
大
学
と
沖
縄
大
学
が
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
沖
縄
国
際
大
学
が
誕
生
し
、
高
橋
先
生
は
、
昭
和
四
七
年
二
月
に
沖
縄
国
際
大
学
講
師
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
三
九
年
間
、
前
身
の
国
際
大
学
の
在
任
期
間
を
含
め
る
と
、
四
三
年
間
に
わ
た
り
、
本
学
の
専
任
教
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
　
そ
の
間
、
昭
和
四
八
年
四
月
に
は
助
教
授
に
、
昭
和
五
六
年
一
〇
月
に
は
教
授
に
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
は
特
任
教
授
と
し
て
、
本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
お
よ
び
学
生
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
学
問
へ
の
熱
情
、
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
は
多
く
の
学
生
を
惹
き
つ
け
、
先
生
の
研
究
室
か
ら
後
進
の
研
究
者
・
教
育
者
が
数
多
く
育
ち
ま
し
た
。
　
高
橋
先
生
は
、
総
合
文
化
学
部
（
旧
文
学
部
）
の
付
置
研
究
所
で
あ
る
南
島
文
化
研
究
所
に
お
い
て
、
昭
和
五
三
年
の
設
立
当
初
か
ら
精
力
的
に
研
究
活
動
を
行
わ
れ
、
ま
た
、
第
七
代
、
そ
し
て
第
九
代
の
南
島
文
化
研
究
所
所
長
と
し
て
研
究
所
の
統
括
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
琉
球
列
島
の
島
々
へ
の
調
査
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
調
査
、
内
外
の
研
究
者
同
士
の
交
流
、
研
究
誌
の
発
刊
な
ど
、
研
究
所
を
南
島
文
化
研
究
の
中
心
的
な
機
関
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
く
大
い
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
先
生
は
、
本
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
の
設
置
に
際
し
て
も
力
を
尽
く
さ
れ
、
同
研
究
科
南
島
文
化
専
攻
言
語
文
化
領
域
に
お
い
て
大
学
院
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
専
門
で
あ
る
琉
球
方
言
の
分
野
を
中
心
に
、
研
究
を
志
す
大
学
院
生
に
対
し
て
、
一
人
一
人
、
丁
寧
な
指
導
を
行
わ
れ
、
後
進
の
育
成
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
　
高
橋
先
生
は
琉
球
方
言
に
関
す
る
数
多
く
の
著
書
・
研
究
論
文
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
は
、
ま
さ
に
実
証
性
を
重
視
す
る
も
の
で
、
そ
の
厳
密
な
研
究
姿
勢
は
他
の
研
究
者
の
模
範
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
与
那
国
方
言
の
記
述
的
研
究
か
ら
出
発
さ
れ
、
そ
の
後
も
琉
球
列
島
各
地
へ
の
方
言
調
査
を
行
な
わ
れ
て
、
多
く
の
成
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。『
与
論
方
言
辞
典
』
『
伊
是
名
島
方
言
辞
典
』
と
い
っ
た
地
元
の
方
と
の
協
力
で
出
来
上
が
っ
た
著
作
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
み
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
研
究
の
も
う
一
方
の
大
き
な
軸
と
し
て
、
琉
球
古
文
献
の
国
語
学
的
な
研
究
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
研
究
、
近
世
末
期
に
西
洋
人
の
記
録
し
た
琉
球
方
言
の
研
究
、
琉
球
人
が
中
国
語
学
習
の
と
き
に
記
－２－
し
た
琉
球
方
言
の
研
究
（
官
話
の
研
究
）
で
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
ご
著
書
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
国
語
学
的
研
究
』
や
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
動
詞
の
研
究
』
を
は
じ
め
、『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』（
共
著
）、
南
島
文
化
研
究
所
紀
要
『
南
島
文
化
』
や
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科
紀
要
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
で
著
さ
れ
て
い
ま
す
。
　　
在
職
時
に
は
、
日
本
文
化
学
科
教
員
一
同
、
温
か
い
ご
厚
誼
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
、
高
橋
俊
三
先
生
は
沖
縄
国
際
大
学
を
退
任
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
献
辞
を
執
筆
し
て
お
り
ま
す
と
、
改
め
て
高
橋
先
生
へ
の
感
謝
と
寂
寥
の
思
い
が
湧
い
て
参
り
ま
す
。
　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
橋
俊
三
先
生
の
優
れ
た
ご
業
績
を
讃
え
、『
高
橋
俊
三
先
生
退
任
記
念
号
』
と
し
て
編
集
致
し
ま
し
た
。
　
高
橋
俊
三
先
生
の
ご
退
任
を
、
日
本
文
化
学
科
教
員
一
同
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
先
生
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
橋
先
生
の
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
研
究
の
発
展
・
深
化
を
お
祈
り
し
、
結
び
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
平
成
二
三
年
十
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
教
員
一
同
－３－
高
橋
俊
三
（
た
か
は
し 
と
し
ぞ
う
）
先
生
－４－
　
　
高
橋
俊
三
先
生
の
略
歴
と
主
な
業
績
【
略　
歴
】
　
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
五
月
十
三
日 
広
島
県
に
生
ま
れ
る
　
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
五
年
）
四
月 
修
道
中
学
校
入
学
　
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
三
月 
同　
卒
業
　
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
四
月 
修
道
高
等
学
校
入
学
　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
三
月 
同　
卒
業
　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
四
月 
広
島
大
学
教
育
学
部
高
等
学
校
教
育
国
語
科
入
学
　
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
三
月 
同　
卒
業
　
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
四
月 
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
　
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）
三
月 
同　
修
了
　
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）
四
月 
琉
球
大
学
法
学
部
研
究
科
入
学
　
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
三
月 
同　
修
了
　
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
四
月 
（
琉
球
政
府
認
可
）
国
際
大
学
講
師
　
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
二
月 
（
日
本
政
府
認
可
）
沖
縄
国
際
大
学
講
師
　
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
四
月 
沖
縄
国
際
大
学
助
教
授
　
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
四
月 
法
政
大
学
で
半
年
間
研
修
　
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
十
月 
同　
教
授
　
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
十
一
月 
沖
縄
文
化
協
会
賞
（
金
城
朝
永
賞
）
受
賞
　
一
九
九
一
年
（
平
成　
三
年
）
四
月 
法
政
大
学
で
半
年
間
研
修
－５－
　
一
九
九
二
年
（
平
成　
四
年
）
十
二
月 
財
団
沖
縄
協
会 
沖
縄
研
究
奨
励
賞　
受
賞
　
一
九
九
二
年
（
平
成　
四
年
）
三
月
十
九
日 
法
政
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。
　
一
九
九
三
年
（
平
成　
五
年
）
五
月 
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
部
長
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）
　
一
九
九
六
年
（
平
成　
八
年
）
二
月 
伊
波
普

賞　
受
賞　
（『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
）
　
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）
四
月 
南
島
文
化
研
究
所
第
七
代
所
長
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
）
　
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
四
月 
南
島
文
化
研
究
所
第
九
代
所
長
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）
　
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
四
月 
沖
縄
国
際
大
学
特
任
教
授
　
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
三
月 
同　
退
任
　
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
四
月 
同　
名
誉
教
授
【
主
な
研
究
業
績
】
Ⅰ　
著
書
・
報
告
書
等
１　
『
久
米
仲
里
旧
記
神
名
・
歌
謡
索
引
』
全
九
六
頁
自
家
謄
写
版　
一
九
七
三
年
一
〇
月
三
一
日
２　
「
沖
縄
県
八
重
山
郡
与
那
国
町
の
方
言
の
生
活
語
彙
」
一
五
九
〜
二
一
七
頁
『
方
言
研
究
叢
書
』（
第
四
巻
）　
三
弥
井
書
店　
一
九
七
五
年
二
月
一
五
日
３　
「「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
表
記
法
と
音
韻
」
五
七
〜
七
六
頁　
『
解
説
お
も
ろ
御
さ
う
し
』
収
録　
ひ
る
ぎ
社　
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
五
日
４　
『
古
今
琉
歌
集
索
引 
付
属
語
篇
』　
安
里
美
智
子
・
伊
禮
春
美
・
国
吉
裕
子
・
渡
慶
次
淳
子
共
著　
全
一
九
五
頁
－６－
自
家
謄
写
版　
一
九
八
二
年
二
月
二
七
日
５　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
口
蓋
化
」
二
一
九
〜
二
四
一
頁　
『
琉
球
の
言
語
と
文
化
―
仲
宗
根
政
善
先
生
古
稀
記
念
』収
録　
仲
宗
根
政
善
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
委
員
会　
一
九
八
二
年
六
月
６　
「
渡
名
喜
の
方
言
」
七
四
六
〜
七
七
五
頁　
『
渡
名
喜
村
史
』
収
録　
渡
名
喜
村　
一
九
八
三
年
三
月
三
一
日
７　
「
琉
球
国
由
来
記
・
琉
球
国
旧
記
・
遺
老
説
伝
に
み
る
越
来
・
美
里
」
一
二
七
〜
一
六
一
頁
『
沖
縄
市
史
』（
第
二
巻 
文
献
資
料
に
み
る
歴
史
）
収
録　
沖
縄
市
教
育
委
員
会　
一
九
八
四
年
三
月
二
〇
日
８　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　
沖
縄
県
』（
編
集
お
よ
び
項
目
執
筆
）
編
集
者
全
一
六
名
角
川
書
店　
一
九
八
六
年
七
月
八
日
９　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
こ
と
ば
」
二
五
〜
四
六
頁　
『
お
も
ろ
精
華
抄
』
収
録　
お
も
ろ
研
究
会　
一
九
八
七
年
六
月
三
〇
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
本
文
批
判
の
た
め
に
」
二
八
五
〜
三
一
八
頁
１０
『
琉
球
方
言
論
叢　
琉
球
方
言
研
究
ク
ラ
ブ
三
〇
周
年
記
念
』
収
録　
琉
球
方
言
論
叢
刊
行
委
員
会　
一
九
八
七
年
一
一
月
一
八
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
音
数
律
」
四
六
七
〜
四
九
二
頁　
１１
『
沖
縄
文
化－
沖
縄
文
化
協
会
四
十
周
年
記
念
誌
』
収
録　
沖
縄
文
化
協
会　
一
九
八
九
年
一
二
月
一
八
日
　
　
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
動
詞
の
研
究
』
１２
武
蔵
野
書
房　
一
九
九
一
年
一
月
一
八
日
　
　
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
国
語
学
的
研
究
』
１３
武
蔵
野
書
房　
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
　
　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
地
名　
五
一
九
〜
五
三
四
頁　
１４
『
神
・
村
・
人 
―
琉
球
孤
論
叢
―
』（
仲
松
弥
秀
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
委
員
会
編
）
収
録　
第
一
書
房　
一
九
九
一
年
三
月
二
〇
日
　
　
「
古
典
琉
球
語
」
八
八
二
〜
八
九
〇
頁　
１５
－７－
『
言
語
学
大
辞
典
』（
第
四
巻
）
収
録　
三
省
堂　
一
九
九
二
年
一
月
　
　
「
与
那
国
方
言
」
八
七
三
〜
八
八
二
頁　
１６
『
言
語
学
大
辞
典
』（
第
四
巻
）
収
録　
三
省
堂　
一
九
九
二
年
一
月
　
　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
言
語
学
的
研
究
―
「
こ
ま
ら
や
」
を
中
心
に
し
て
―
」
一
二
九
〜
一
三
七
頁
１７
『
沖
縄
研
究
奨
励
賞
の
あ
ゆ
み
』
収
録　
財
団
法
人
沖
縄
協
会　
一
九
九
二
年
一
二
月
一
日
　
　
「
北
谷
の
方
言
」
三
四
五
〜
三
七
〇
頁　
１８
『
北
谷
町
史
』（
第
三
巻
資
料
編
二
）
収
録　
北
谷
町
役
場　
一
九
九
四
年
二
月
　
　
「
沖
縄
方
言
動
詞
の
変
容
―
一
段
動
詞
・
二
段
動
詞
・
ハ
行
四
段
動
詞
の
ラ
行
四
段
化
―
」
一
八
一
〜
二
〇
三
頁
１９
『
国
語
方
言
の
生
成
と
展
開
―
継
承
と
展
開
三
―
』
収
録　
和
泉
書
院　
一
九
九
四
年
一
月
　
　
『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』（
編
集
・
執
筆
）
編
集
者
全
九
名　
　
２０
角
川
書
店　
一
九
九
五
年
七
月
一
〇
日
　
　
「
琉
球
言
語
論
」
三
四
五
〜
三
六
二
頁
２１
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史　
琉
球
文
学
、
沖
縄
の
文
学
』
収
録　
岩
波
書
店　
一
九
九
六
年
五
月
八
日
　
　
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
琉
球
研
究
」
一
一
〜
一
九
頁
２２
『
琉
球
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
―
外
か
ら
の
琉
球
研
究
と
そ
の
背
景
―
』収
録　
琉
球
大
学
公
開
講
座
委
員
会　
一
九
九
六
年
八
月
九
日
　
　
「
琉
球
王
国
と
言
語
」
一
三
七
〜
一
八
四
頁
２３
『
琉
球
王
国
の
時
代
』
収
録　
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
委
員
会　
一
九
九
六
年
一
二
月
二
七
日
　
　
「
上
勢
頭
の
言
葉
」
六
六
九
〜
六
八
二
頁　
２４
『
上
勢
頭
誌
』（
上
巻
通
史
編
（
Ⅰ
））
収
録　
旧
字
上
勢
頭
郷
友
会　
一
九
九
七
年
五
月
一
五
日
　
　
「（
外
間
守
善
の
）
解
説
」
三
八
三
〜
三
九
五
頁　
２５
『
沖
縄
の
言
葉
と
歴
史
』（
外
間
守
善
編
）
収
録　
中
央
公
論
新
社　
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
五
日
　
　
「
与
論
町
東
区
方
言
の
漁
業
語
彙
」　
菊
千
代
共
著　
九
三
〜
二
二
二
頁
２６
－８－
『
日
本
語
の
消
滅
に
瀕
し
た
方
言
に
関
す
る
調
査
研
究
（
環
太
平
洋
の
消
滅
に
瀕
し
た
言
語
に
関
す
る
緊
急
調
査
研
究
）』（
真
田
信
治
編
）
収
録　
二
〇
〇
一
年
三
月
三
〇
日
　
　
「
琉
球
列
島
の
文
字　
Ⅱ　
琉
球
列
島
固
有
の
文
字
」
一
一
二
一
〜
一
一
二
六
頁
２７
『
世
界
文
字
辞
典
』（『
言
語
学
大
辞
典
』
別
巻
）
収
録　
三
省
堂　
二
〇
〇
一
年
七
月
一
〇
日
　
　
「
沖
縄
方
言
の
動
詞
の
「
音
便
語
幹
」
に
つ
い
て
」
一
七
六
〜
一
八
三
頁
２８
『
復
帰
二
五
周
年
記
念　
第
三
回
「
沖
縄
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
シ
ド
ニ
ー
大
会
』　
二
〇
〇
一
年
九
月
二
〇
日
　
　
「
与
論
町
東
区
方
言
の
海
洋
動
物
語
彙
」
菊
千
代
共
著　
一
三
九
〜
一
八
三
頁
２９
『
消
滅
に
瀕
し
た
琉
球
語
に
関
す
る
調
査
研
究
（
環
太
平
洋
の
消
滅
に
瀕
し
た
言
語
に
関
す
る
緊
急
調
査
研
究
）』（
狩
俣
繁
久
・
津
波
古
敏
子
・
加
治
工
真
市
共
編
）
収
録　
二
〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
　
　
「
宮
良
當
壯
全
集
一
〇
『
琉
球
官
話
集
』
に
つ
い
て
」
一
〜
五
頁
３０
『
宮
良
當
壯
全
集
月
報
』
二
〇
収
録　
第
一
書
房　
二
〇
〇
三
年
九
月
　
　
『
伊
是
名
島
方
言
辞
典
』（
編
集
・
執
筆
）
編
集
者
全
一
六
名　
本
編
一
〜
七
五
八
頁
、
索
引
編
一
〜
二
七
三
頁
３１
伊
是
名
村
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
日
　
　
『
与
論
方
言
辞
典
』
菊
千
代
共
著　
一
〜
八
〇
一
頁　
３２
武
蔵
野
書
院　
二
〇
〇
五
年
二
月
一
九
日
　
　
「
八
重
山
方
言
の
特
徴
」
九
一
〜
一
一
二
頁　
３３
『
八
重
山
の
地
域
性
』
収
録　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
六
年
三
月
三
〇
日
　
　
「
オ
モ
ロ
語
要
説
」
一
八
八
〜
二
一
六
頁　
３４
『
琉
球
の
歴
史
と
文
化－
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
世
界
』
収
録　
角
川
学
芸
出
版　
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
〇
日
　
　
「『
宮
古
島
の
歌
』
に
お
け
る
動
詞
「
す
る
」
の
活
用
」
三
九
〜
四
八
頁　
３５
『
沖
縄
県
宮
古
諸
島
に
お
け
る
儀
礼
歌
謡
の
収
集
・
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
』
収
録　
（
研
究
代
表
者
玉
城
政
美
）　
二
〇
〇
八
年
三
月
－９－
　
　
「
琉
球
八
重
山
方
言
の
言
語
地
理
学
的
研
究
・
緒
言
」
三
〜
九
頁　
３６
『
琉
球
八
重
山
方
言
の
言
語
地
理
学
的
研
究
』
収
録　
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
Ⅱ　
学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文
１　
「〈
南
島
の
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
〉　
沖
縄
八
重
山
郡
与
那
国
町
祖
納
地
方
」
一
〜
四
頁
『
方
言
研
究
年
報
』（
六
）　
広
島
大
学
国
語
学
研
究
室　
一
九
六
三
年
一
二
月
五
日
２　
「「
比
嘉
姓
考
」
を
批
評
す
る
（
一
）
〜
（
五
）」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　
一
九
六
九
年
八
月
二
日
、
八
月
四
日
〜
七
日
３　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
助
詞
（
一
）
―
「
た
な
」
を
中
心
に
し
て
―
」
一
〜
一
六
頁
『
国
際
大
学
国
文
学
』（
一
）
国
際
大
学
国
文
学
研
究
室　
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
日
４　
「
言
語
よ
り
見
た
沖
縄
の
文
化
圏
」
三
五
〜
五
二
頁
『
沖
縄
歴
史
研
究
』（
九
）
沖
縄
歴
史
研
究
会　
一
九
七
一
年
三
月
二
〇
日
５　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
助
詞
（
二
）
―
「
が
」
と
「
の
」
の
相
違
―
」
二
三
〜
三
八
頁
『
国
際
大
学
国
文
学
』（
三
）　
国
際
大
学
国
文
学
研
究
室　
一
九
七
一
年
九
月
一
日
６　
「
琉
球
方
言
の
接
続
助
詞
「
こ
と
」「
も
の
」
に
つ
い
て
」
一
一
〜
二
二
頁
『
国
際
大
学
国
文
学
』（
四
）　
国
際
大
学
国
文
学
研
究
室　
一
九
七
二
年
三
月
一
日
７　
「
お
も
ろ
語
「
と
て
」
考
」
一
九
〜
二
八
頁
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
四
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
七
六
年
三
月
三
一
日
８　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
於
け
る
エ
段
音
と
イ
段
音
」
一
九
〜
三
四
頁
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
六
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
七
七
年
一
〇
月
三
〇
日
－１０－
９　
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
琉
球
語
研
究
」
四
〜
一
三
頁
『
新
沖
縄
文
学
』（
三
七
）　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　
一
九
七
七
年
一
二
月
二
九
日
　
　
「
お
も
ろ
さ
う
し
の
母
音
に
つ
い
て
」
一
〜
七
頁
１０
『
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
』
二　
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー　
一
九
七
八
年
六
月
二
五
日
　
　
「
お
も
ろ
地
名
二
題
」
六
〇
〜
六
四
頁
１１
『
青
い
海
』（
七
五
）　
青
い
海
出
版
社　
一
九
七
八
年
七
月
三
〇
日
　
　
「﹇
訳
﹈
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱 
（
一
）」　
喜
名
朝
昭
・
伊
波
和
正
・
森
庸
夫
（
共
訳
）
四
五
〜
七
〇
頁
１２
『
南
島
文
化
』（
第
二
号
）
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
〇
年
三
月
三
一
日
　
　
「
与
論
島
の
方
言
」
野
原
三
義
共
著　
八
九
〜
一
〇
八
頁
１３
『
与
論
国
頭
調
査
報
告
書
（
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
）』

１　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
〇
年
三
月
三
一
日
　
　
「
Ｂ
・
Ｊ
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著
『
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱
』
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）」　
伊
波
和
正
・
喜
名
朝
昭
・
１４
森
庸
夫
（
共
同
発
表
）
一
〜
八
頁
『
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
』
二
六　
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー　
一
九
八
〇
年
六
月
　
　
「
琉
歌
百
控
に
お
け
る
形
容
詞
」
四
三
一
〜
四
四
一
頁
１５
『
国
語
教
育
研
究
』（
第
二
六
号
上
巻
）　
広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　
一
九
八
〇
年
一
一
月
四
日
　
　
「
十
八
世
紀
初
期
の
沖
縄
方
言
の
音
韻
」
八
一
〜
九
二
頁
１６
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
九
―
一
・
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
一
年
一
月
三
一
日
　
　
「﹇
訳
﹈
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱 
（
二
）」　
喜
名
朝
昭
・
伊
波
和
正
・
森
庸
夫
（
共
訳
）
八
五
〜
一
二
二
頁
１７
『
南
島
文
化
』（
第
三
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
一
年
三
月
三
一
日
　
　
「
沖
永
良
部
島
の
方
言
」
野
原
三
義
共
著　
八
七
〜
一
〇
五
頁
１８
『
沖
永
良
部
調
査
報
告
書
（
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
）』

２　
沖
国
大
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
一
年
三
月
三
一
日
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著
「
琉
球
語
と
日
本
語
文
法
の
要
綱
」（
一
）」
伊
波
和
正
・
喜
名
朝
昭
・
森
庸
夫
共
訳　
一
三
三
〜
一
五
六
頁
１９
－１１－
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
英
文
学
科
篇
）』
六
（
一
）　
一
九
八
一
年
三
月
三
一
日
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
「
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱
」
に
つ
い
て
」
一
二
頁
２０
『
南
島
文
化
研
究
所
所
報
』（
第
一
四
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
一
年
一
一
月
四
日
　
　
「
概
説
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
こ
と
ば
」　
一
五
二
〜
一
五
八
頁
２１
『
国
文
学　
解
釈
と
鑑
賞
』（
第
四
七
巻
一
号
）　
至
文
堂　
一
九
八
二
年
一
月
一
日
　
　
「﹇
訳
﹈
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱 
（
三
）」
喜
名
朝
昭
・
伊
波
和
正
・
森
庸
夫
（
共
訳
）　
一
〇
七
〜
一
二
八
頁
２２
『
南
島
文
化
』（
第
四
号
）
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
二
年
三
月
三
一
日
　
　
「
古
今
琉
歌
集
索
引 
（
上
）」
安
里
美
智
子
・
伊
礼
春
美
他　
一
〜
一
〇
六
頁
２３
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
〇
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
二
年
三
月
三
一
日
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著
「
琉
球
語
と
日
本
語
文
法
の
要
綱
」（
二
）」
伊
波
和
正
・
喜
名
朝
昭
・
森
庸
夫
共
訳　
一
九
〜
二
二
二
頁
２４
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
英
文
学
科
篇
）』
七
（
一
）　
一
九
八
二
年
四
月
一
日
　
　
「
古
今
琉
歌
集
索
引 
（
下
）」
安
里
美
智
子
・
伊
礼
春
美
他　
一
七
〜
七
八
頁
２５
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
一
―
一
・
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
二
年
一
一
月
三
日
　
　
「﹇
訳
﹈
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱 
（
四
）」
喜
名
朝
昭
・
伊
波
和
正
・
森
庸
夫
（
共
訳
）　
二
三
一
〜
二
四
三
頁
２６
『
南
島
文
化
』（
第
五
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
三
年
三
月
三
一
日
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著
「
琉
球
語
と
日
本
語
文
法
の
要
綱
」（
三
）（
四
）」
伊
波
和
正
・
喜
名
朝
昭
・
森
庸
夫
共
訳　
二
〇
七
〜
二
三
三
２７
頁『沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
英
文
学
科
篇
）』
八
（
一
） 
一
九
八
三
年
四
月
三
〇
日 　
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
助
詞
「
ち
よ
」
に
つ
い
て
」
二
九
〜
三
八
頁
２８
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
二
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
三
年
一
二
月
三
日
　
　
「﹇
訳
﹈
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱 
（
五
）」
喜
名
朝
昭
・
伊
波
和
正
・
森
庸
夫
（
共
訳
）　
八
七
〜
一
一
八
頁
２９
『
南
島
文
化
』（
第
六
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
四
年
三
月
三
一
日
－１２－
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著
「
琉
球
語
と
日
本
語
文
法
の
要
綱
」（
五
）」
伊
波
和
正
・
喜
名
朝
昭
・
森
庸
夫
共
訳　
八
五
〜
一
〇
八
頁
３０
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
・ 
英
文
学
科
篇
』
九
（
一
） 
一
九
八
五
年
六
月
三
〇
日
　
　
「
徳
之
島
伊
仙
町
方
言
の
語
彙
（
中
間
報
告
）」　
一
七
三
〜
三
二
三
頁
３１
『
徳
之
島
調
査
報
告
書
（
三
）（
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
）』

８　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
五
年
一
一
月
三
〇
日
　
　
「
古
典
語
文
法
と
お
も
ろ
語
文
法
―
係
助
詞
の
消
長
」
一
四
二
〜
一
五
二
頁
３２
『
国
文
学　
解
釈
と
鑑
賞
』（
第
五
一
巻
八
号
）
至
文
堂　
一
九
八
六
年
八
月
一
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
一
）」
四
一
〜
八
四
頁　
３３
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
五
―
一　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
日
　
　
「
与
那
国
方
言
の
語
彙
（
上
）」
安
里
春
憲
・
吉
門
ま
ゆ
み
ほ
か
沖
縄
国
際
大
学
高
橋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
共
著　
三
〜
三
五
九
頁
３４
『
琉
球
の
方
言
』（
一
一
）
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所　
一
九
八
七
年
三
月
一
六
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
二
）」
三
六
〜
九
九
頁
３５
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
五
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
七
年
三
月
三
一
日
　
　
「
与
那
国
方
言
の
語
彙
（
下
）」
安
里
春
憲
・
吉
門
ま
ゆ
み
ほ
か
沖
縄
国
際
大
学
高
橋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
共
著　
一
〜
二
四
一
頁　
３６
『
琉
球
の
方
言
』（
一
二
）　
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所　
一
九
八
七
年
七
月
二
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
三
）」　
　
三
九
〜
五
〇
頁
３７
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
六
―
一　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
七
年
一
〇
月
三
一
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
四
）」　
二
四
〜
三
六
頁
３８
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
六
―
二　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
五
）」　
八
一
〜
一
二
六
頁
３９
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
七
―
一　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
八
年
一
二
月
二
五
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
補
助
動
詞
―
連
用
形
に
つ
く
も
の
―
」　
一
〜
一
五
頁
４０
『
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
』
八
二　
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー　
一
九
八
九
年
六
月
－１３－
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
（
六
）」　
五
七
〜
九
二
頁
４１
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
文
学
篇
）』
一
八
―
一　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
九
年
七
月
三
〇
日
　
　
「
加
計
呂
麻
島
方
言
の
語
彙
（
中
間
報
告
）」
六
五
〜
二
〇
一
頁
４２
『
鹿
児
島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町
調
査
報
告
書
（
五
）（
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
）』
　
　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
〇
１４
年
三
月
三
一
日
　
　
「
沖
縄
方
言
動
詞
の
変
遷
―
連
用
形
を
中
心
と
し
て
―
」
三
九
〜
五
九
頁
４３
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
』（
第
二
一
巻
第
一
号
通
巻
第
三
三
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
九
二
年
一
二
月
二
五
日
　
　
「
多
良
間
方
言
の
語
彙
（
中
間
報
告
）」
七
三
〜
一
六
四
頁
４４
『
多
良
間
島
調
査
報
告
書
』（
一
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
三
年
三
月
　
　
「
多
良
間
方
言
の
動
詞
の
問
題
点
」
五
七
〜
七
二
頁
４５
『
多
良
間
島
調
査
報
告
書
』（
一
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
三
年
三
月
三
一
日
　
　
「
多
良
間
方
言
の
語
彙
（
中
間
報
告
二
）」
一
二
三
〜
二
二
三
頁
４６
『
多
良
間
島
調
査
報
告
書
』（
二
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
四
年
三
月
　
　
「『
英
琉
辞
書
』
の
表
記
法
」
三
七
〜
五
七
頁
４７
『
南
島
文
化
』（
第
一
七
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
五
年
三
月
　
　
「
多
良
間
方
言
の
語
彙
（
中
間
報
告
三
）」
五
五
〜
一
一
〇
頁
４８
『
多
良
間
島
調
査
報
告
書
』（
三
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
五
年
三
月
　
　
「
沖
縄
方
言
の
動
詞
音
便
形
の
変
遷
」
九
〜
二
八
頁
４９
『
沖
縄
文
化
』（
八
三
）　
沖
縄
文
化
協
会　
一
九
九
六
年
八
月
　
　
「『
混
効
験
集
』
の
文
法
の
研
究
」
八
七
〜
一
〇
二
頁
５０
『
南
島
文
化
』（
第
二
〇
号
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
八
年
三
月
　
　
「『
混
効
験
集
』
の
「
む
」
表
記
に
つ
い
て
」
四
九
〜
七
〇
頁
５１
－１４－
『
地
域
文
化
論
叢
』
第
一
号　
沖
縄
国
際
大
学
大
学
院　
一
九
九
八
年
三
月
　
　
「
八
重
山
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
」
一
〜
二
頁
５２
『
南
島
文
化
研
究
所
所
報
』
第
四
四
号　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
九
年
三
月
三
一
日
　
　
「『
英
琉
辞
書
』
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
の
型
」
二
七
〜
四
四
頁
５３
『
南
島
文
化
』
第
二
三
号　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
一
年
三
月
　
　
「『
拾
口
』
の
翻
字
お
よ
び
注
釈
」
兼
本
敏
共
著　
一
一
七
〜
一
八
〇
頁　
５４
『
沖
縄
国
際
大
学
総
合
学
術
研
究
紀
要
』
第
五
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
三
一
日
　
　
「『
拾
口
』
に
お
け
る
動
詞
の
形
態
」
一
三
〜
二
九
頁
５５
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
九
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
二
年
二
月
二
八
日
　
　
「『
三
字
経
俗
解
』
の
翻
字
お
よ
び
訳
注
」
四
四
〜
一
六
七
頁
５６
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
〇
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
日
　
　
「『
琉
球
二
字
官
話
集
』
に
お
け
る
動
詞
の
形
態
」
九
五
〜
一
一
一
頁
５７
『
沖
縄
文
化
』
第
三
八
巻
第
一
号　
沖
縄
文
化
協
会　
二
〇
〇
三
年
三
月
三
一
日
　
　
「『
官
話
』（
新
本
文
書
）
に
お
け
る
動
詞
の
形
態
」
六
七
〜
八
三
頁
５８
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
一
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
日
　
　
「
新
本
家
文
書
『
小
学
一
之
巻
』
の
翻
字
お
よ
び
訳
注
」
一
二
一
〜
一
九
九
頁
５９
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
一
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
日
　
　
「
竹
原
家
文
書
『
二
十
四
孝
』
の
翻
字
お
よ
び
訳
注
」
一
一
九
〜
一
八
四
頁
６０
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
三
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
四
年
三
月
一
日
　
　
「
新
本
家
文
書
『
官
話
』
の
翻
字
お
よ
び
注
釈
」
兼
本
敏
共
著　
四
一
〜
一
二
一
頁
６１
『
石
垣
島
調
査
報
告
書
』（
二
）
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
　
　
「
組
踊
台
詞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
試
案
―
『
姉
妹
敵
討
』
を
例
と
し
て
―
」
六
五
〜
八
一
頁
６２
－１５－
『
石
垣
島
調
査
報
告
書
』（
三
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
　
　
「
沖
縄
方
言
に
お
け
る
「
サ
変
動
詞
」
活
用
型
の
変
遷
」　
一
〜
一
九
頁
６３
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
七
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
　
　
「
沖
縄
方
言
に
お
け
る
「
上
二
段
動
詞
」
活
用
型
の
変
遷
」
一
〜
一
一
頁
６４
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
第
一
九
号　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
　
　
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
『
英
琉
辞
書
』
と
モ
リ
ソ
ン
の
『
華
英
字
典
』
と
の
比
較
」
六
七
〜
八
五
頁
６５
『
南
島
文
化
』（
三
〇
）　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
言
語
の
消
長
」
一
〇
八
〜
一
一
二
頁
６６
『
国
文
学　
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
五
巻
一
号　
至
文
堂
・
ぎ
ょ
う
せ
い　
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
　
　
「
宮
古
歌
謡
に
お
け
る
接
続
法
を
中
心
に
し
て
」
一
〜
二
三
頁
６７
『
沖
縄
文
化
』
第
四
四
巻
第
二
号　
沖
縄
文
化
協
会　
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
Ⅲ　
講
演
・
講
演
レ
ジ
ュ
メ　
他
１　
「
琉
球
方
言
研
究
の
意
義
」（
講
演
）
第
六
回
南
島
文
化
公
開
講
座　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
四
年
一
二
月
五
日
２　
「
Ｂ
・
Ｊ 
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
琉
球
語
研
究
」
一
七
〜
三
九
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
第
九
回
南
島
文
化
市
民
講
座　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
八
八
年
一
月
二
七
日
３　
「
琉
球
方
言

連
用
形

の
変
遷
」（
発
表
）
第
四
六
回
シ
マ
研
究
会　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
一
年
一
一
月
一
一
日
４　
「
多
良
間
の
方
言－
宮
古
方
言
に
近
い
か
八
重
山
方
言
に
近
い
か
」
全
九
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
－１６－
平
成
四
年
度
沖
縄
国
際
大
学
多
良
間
島
調
査
報
告
講
演
会　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
日
５　
「
琉
球
王
朝
と
言
語
」
一
〜
一
四
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
平
成
五
年
度
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
「
琉
球
王
国
シ
リ
ー
ズ
」
沖
縄
国
際
大
学　
一
九
九
三
年
一
〇
月
二
三
日
６　
「『
沖
縄
古
語
辞
典
』
の
見
出
し
に
つ
い
て
」
一
〜
八
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
沖
縄
言
語
セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会　
沖
縄
言
語
セ
ン
タ
ー　
一
九
九
四
年
一
一
月
六
日
７　
「
黒
島
方
言
に
つ
い
て
」（
発
表
）
第
八
七
回
シ
マ
研
究
会　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
九
日
８　
「
八
重
山
の
言
語
の
特
徴
」
一
一
〜
二
〇
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
第
二
一
回
南
島
文
化
市
民
講
座
「
八
重
山
の
歴
史
と
文
化
」　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
一
九
九
九
年
一
一
月
一
二
日
９　
「
八
重
山
方
言
の
特
徴
」
一
〜
一
〇
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
平
成
一
一
年
度
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
文
化
講
座　
石
垣
市
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
　
　
「
沖
縄
方
言
の
動
詞
の
「
音
便
語
幹
」
に
つ
い
て
」（
講
演
）
１０
第
三
回
「
沖
縄
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」　
世
界
に
つ
な
ぐ
沖
縄
研
究　
沖
縄
大
会　
二
〇
〇
一
年
五
月
十
七
日
　
　
「
沖
縄
の
言
語
（
方
言
）
と
歴
史
」（
講
演
）　
１１
関
西
市
民
大
学
講
座
第
三
七
期　
関
西
市
民
大
学
講
座
事
務
局　
二
〇
〇
四
年
六
月
一
〇
日
　
　
「
琉
球
方
言
辞
典
史
―
『
混
効
験
集
』
か
ら
『
与
論
方
言
辞
典
』
ま
で
―
」（
レ
ジ
ュ
メ
）
１２
沖
縄
言
語
セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会　
沖
縄
言
語
セ
ン
タ
ー　
二
〇
〇
五
年
七
月
三
日
　
　
「
琉
球
に
お
け
る
「
二
十
四
孝
に
つ
い
て
」
七
〜
八
頁
（
レ
ジ
ュ
メ
）
１３
中
琉
歴
史
関
係
学
術
検
討
会　
福
建
師
範
大
学
学
術
報
告
庁　
二
〇
〇
五
年
一
一
月
四
日
　
　
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
言
語
の
特
徴
」（
講
演
）
１４
二
〇
〇
七
年
度
秋
期
大
会
公
開
講
演
会　
日
本
語
学
会　
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
七
日
　
　
「
与
那
国
方
言
の
語
源
を
探
る
」（
講
演
）
１５
－１７－
与
那
国
島
調
査
報
告
講
演
会　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
八
年
三
月
一
五
日
　
　
「
琉
球
王
府
時
代
の
初
等
教
育
―
二
十
四
孝
・
三
字
経
を
中
心
に
し
て
―
」（
発
表
）
１６
第
一
七
〇
回
シ
マ
研
究
会　
沖
縄
国
際
大
学
総
合
研
究
機
構　
平
成
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
Ⅳ　
エ
ッ
セ
イ
・
そ
の
他
１　
「
オ
モ
ロ
研
究
会
（
学
術
文
化
団
体
紹
介
二
）」
七
四
頁
『
沖
縄
思
潮
』（
第
二
号
）　
沖
縄
思
潮
編
集
委
員
会　
一
九
七
四
年
三
月
一
〇
日
２　
「
唐
獅
子
」
連
載
・
月
二
回
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　
一
九
七
五
年
七
月
八
日
〜
一
九
七
六
年
六
月
二
二
日
「
広
島
に
帰
っ
て
思
う
こ
と
（
一
〜
二
）」
琉
球
方
言
研
究
の
い
ま
一
つ
の
あ
り
方
／
学
習
塾
の
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
「
沖
縄
言
葉
あ
れ
こ
れ
（
一
〜
二
四
）」　
ハ
イ
と
イ
イ
エ
／
ア
ゲ
ル
／
コ
ユ
イ
／
ダ
カ
ラ
・
デ
ア
ル
／
終
助
詞
な
ど
／
あ
け
も
ど
ろ
／
私
が
は
／
幼
児
期
の
共
通
語
教
育
／
ユ
ウ
バ
ン
・
ゾ
ン
ス
ル
／
ヌ
ク
・
カ
エ
ル
／
ソ
レ
・
ア
タ
ル
／
サ
シ
グ
サ
／
言
語
の
特
質
／
ヤ
ス
イ
・
ヤ
サ
シ
イ
／
ヨ
ム
な
ど
／
造
語
に
つ
い
て
／
ア
チ
・
マ
ジ
リ
／
マ
ヂ
リ
の
語
源
に
つ
い
て
／
外
来
語
／
ソ
レ
・
サ
ッ
タ
な
ど
／
言
語
教
育
の
一
つ
の
あ
り
方
／
発
想
法
に
つ
い
て
３　
「
仲
宗
根
政
善
先
生
を
し
の
ぶ
」
一
〇
四
〜
一
一
四
頁
『
沖
縄
文
化
研
究
』（
二
二　
仲
宗
根
政
善
先
生
追
悼
特
集
号
）　
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所　
一
九
九
六
年
二
月
一
日
４　
「『
琉
球
文
学
』
学
を
充
実　
沖
国
大
教
授
嘉
手
苅
千
鶴
子
氏
を
悼
む
」　
四
〜
五
頁
『
南
島
文
化
研
究
所
所
報
』
第
四
七
号　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
二
〇
〇
一
年
八
月
三
一
日
